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1. 研 究 目的及び方法

本研究は1970年 代 のア メ リカ現代舞踊 の代表 的

役 割を果た した ローラ ・デ ィ-ン の記述 や批評, 

作 品分析を基にデ ィ-ン の舞踊を考 察す ることに

よ り, デ ィーンと ミニマ リズ ムの関連を明 らかに

す ることを 目的 とした ものであ る。

2. 結 果 及び考察

1)デ ィーンの舞踊芸術 論

デ ィーンの関心は人間の個性 と, 個 人の もつエ

ネルギ-に あ る。彼女は ダンサ ーが 自分の個 性を

前面に押 し出す ことでエネルギ ーを継続 させ るこ

とがで きると考え, そ のための手段 として繰 り返

しを利用 した。 また 「音楽 と動 きはひ とつの もの

で ある」*1と 述 べ, 音楽 は舞踊に不可欠 の もの と

考 えた。彼女に とって舞踊は音楽 と同 じよ うに人

間本来の原始的な リズ ムに関わ るものであ る。

2)「 テ ィンパ ニ」のVTR作 品分析

(1)対 象 作品の概要

初演年1980年 上 演年1981年

場 所the Brooklyn Academy of music

出演 者: ダ ン スF: 4, M: 2

音 楽piano 2, tympani 1

衣 装 長袖の薄い ブル ーの シル クシャツ

赤のパ ジャマのズ ボン

(2)作 品 構成

1. 音 楽 構成

(1)メロデ ィ-: 全 体 は749, 1～8小 節 を ひ とつ

の単位 とす る繰 り返 しで構成。

(2)テ ン ポ: 110か ら開始, 132, 152と 最 後 のス

ローモーシ ョンまで速 くな り続け る。

(3)リズ ム: ピ ア ノの リズ ムは4回, テ ィ ンパ ニ-

で は8回 変化 し, 7/4, 6/4時 に シンコペ-

シ ョンを引 き起 こす。

2. 舞 踊 の構造的分析

(1)空間 構成: 幾 何 学的な フロアー ・パ ターン

「テ ィンパ ニ」空間構成

回 数 8回 5回 4回 2回 2回

時 間 05'36 "02'37" 00'50" 00'52" 00'52"

(2)動き: 足 の ステ ップが中心 で上半身 の動 きは あ

ま り見 られない。バ レエ ・テ クニ ック, ス ピン

ス ロ-モ ーシ ョン等の限定 され た動 きを利用。

(3)時間 構成: 全 体 の24分28秒 の うち, 約13分 が 一

定パ タ-ン の移行 よ りに よ り作 品が継続。

以上 のデ ィーンの作品分析 よ り抽出 した特徴 は

(1)単純 で限定 された動 きの利 用(2)パ ター ンの利

用(3)エ ネル ギー量 の均一化に よる構成 の平坦化

(4)舞台装飾 の簡素化, と表す ことがで きる。

3)ミ ニマ リズムとデ ィーンの舞踊の比較

前 回までの研究 より考察 された ミニマ リズ ムの

定義 は以下 の ようであった。

「純粋 に芸術的 なもの本来の芸術個 々の姿を追

求 しようとした。そ のために意味 のある不必要な

要 素は最大 限に切 り捨 て, そ のあとに残 るものだ

けを強調 しようとした。芸術的な 内容が最小限で

あ るために作 品は中立的, 単 純で一定単位の繰 り

返 しの利用 が多 い等 の様式上 の特徴を擁す。見 る

ためにのみ 自律 的に存在す ることを 目指 した。」

主な特徴 としては(1)素 材 の単純化(2)構 成 の

平坦化(3)舞 台装飾 の簡素化, が 挙げ られた。*2

以 上の これまでの考察 とデ ィーンの作品の特徴

の比較 を行 った結果 以下 の ようにな った。

(1)合 致 点

単純 な動 きの繰 り返 し, 幾 何学的な配置の空間

構成, 時 間構成 は最初か ら最後 まで一定の繰 り返

しで クライマ ックスに欠 く, と い う特徴は ミニマ

イズ ムの特徴 に一致す る。

(2)相 違 点

デ ィー ンは純粋 に芸術的 なものを追求す るため

に単純 な動 き等 を利用 した のではな く, 個 人の個

性 を顕示 し, エ ネルギーを 目に見 えるものへ と置

換 する手段 として数学的 な構造(繰 り返 し, 幾 何

学 的なパタ-ン)を 利用 した。 また ミニマ リズ ム

は個 々の芸術 の純粋化 を 目指 した ものであ るのに

もかかわ らず, デ ィー ンの作品では舞踊 と音楽 の

構成 は常 に密接 に関連 してお り, 一 芸術 としての

独 自性 を保 ってはいない。つ ま りデ ィーンは舞踊

を 自律 的に存在 させ る ことを 目指 してい るとはい

えない。 この点か ら言 えば, デ ィーンの舞踊 は, 

ミニマ リズ ムの舞踊(ミ ニマル ・ダンス)と い う

よ りも, ミニマ リズムの傾 向を もつ音楽 と舞踊 を

融合 させた芸術 の形式を とってい るといえ る。

[注 釈]

*1. Dean, Laura. 1977. "Step, Kick, Jump, Back-to-Basics
Dance. "The New York Times, Nov. 6, 1977. p. 6. 

*2. 唐津絵理1989. 「1960年代のアメリカ現代舞踊

にみる他芸術との相互関連性」お茶の水女子大学卒業

論文及び1990. 第30回 舞i踊学会紀要参照. 
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